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※ 本研究は、平成 25年度科学研究費補助金（若手 B）を受けて実施したものである。 
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ンション」、「プロパティ」、「現象」が出てこなくなる状態をさす（Strauss and Corbin 1998）。
この理論的飽和状態に達したときに分析は終了する。また、「理論的サンプリング」とは、
前回までに得られたデータに基づき、必要なデータあるいは不足しているデータを戦略的
に収集していくサンプリング方法。 
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